
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№９６ 平成２９年３月号 
発行 大歳地域交流センター  

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口）  TEL 922-2461 

 人 数 13,432 世帯数 6,387  

平成 29 年 2 月 1 日現在 

 地域の実情やニーズについて、きめ細かくお聞きし、よりよい交通のあり方について、地域の皆さまと

一緒に考えていくために、地域検討会を開催します。 

 地域検討会では、地域の皆さんにとっての“より良い交通”について考えていただき、いろいろなアイ

デアを出していただきたいと考えています。自由参加ですので、ぜひご参加ください。 

日時：３月７日（火） １４時～１６時 

内容：地域にとってより良い交通について 

   （１）交通体系の基本的な考え方、これまでの取り組み 

   （２）公共交通の現状と課題 

   （３）持続可能な交通まちづくりに向けて 

検討会の流れ…方針説明、これまでの取組→公共交通の現状→グループワーク 

場所：大歳地域交流センター ２階 講堂 

   ※対象地域：吉敷・平川・大歳 

問い合わせ：山口市交通政策課 （ＴＥＬ ９３４－２７２９） 

 

 大歳地域交流センターでは、平成２９年４月からのパソコン講座の新規受講者を初級、中級それぞれ

１５名募集します。受講生は年間を通してパソコンの知識や操作を学びます。 

初級はパソコン初心者を対象とし、中級の方は、ワード、エクセル、インターネット、メール等の多

少できる方を対象にしています。４月から皆さん一緒に学習をスタートしますので、パソコン初心者の

方もこの機会に是非ご参加下さい！ 

※ 参加費は無料です。パソコンをお持ちの方は持参して下さい。内容は変更になる場合があります。 

※ パソコン相談は第３金曜日の１０時～１２時(受付時間は１０時～１０時３０分まで)に実施します。 

 

 

 

2/19 薬膳料理教室 

中級講座 

内容： ワード応用編 

エクセル応用編 

日時： 毎週火曜日  

１０時～１２時 

募集：１５名 

申込期限：３月１日（水）～ 

３月３１日(金)まで 

 開講式：４月４日（火） 

パソコン相談 

内容：パソコンに関する疑問に 

   お答えします。 

日時：第３金曜日 １０時～１２時 

 

※受付は毎回１０時～１０時３０

分まで 

 

 初級講座 

内容： パソコンの仕組み、基本操作 

ワード基礎編 

エクセル基礎編 

日時：第１・２・４・５金曜日 

 １０時～１２時 

募集：１５名 

申込期限：３月１日（水）～ 

３月３１日（金）まで 

開講式：４月７日（金） 

 

 

問い合わせ・申込：大歳地域交流センター（ＴＥＬ ９２２－４０３５） 
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取水期に備え、椹野川・吉敷川内に設置された各
可動堰の作動状況を点検します。点検前後は増水等
による事故防止のため、河川内に立ち入らないでく
ださい。 
■河川内立ち入り禁止日    ３月１４日（火） 
            予備日３月１５日（水） 
【椹野川】      【点検（転倒）開始時間】 
淋洸堰（小郡下郷柳井田）     【１２時】 
福良堰（下矢原）         【１２時】 
矢原堰（三和町）      【１２時３０分】 
高井堰（上平井）         【１３時】 
今井出堰（宮野上）        【１３時】 
一の井出堰（宮野上）       【１３時】 
【吉敷川】 
千代丸堰（朝田）         【１２時】 
湯田堰（矢原）       【１２時３０分】 

 

 

山口市では、絵本に関心を持ち始める時期の乳児

とその保護者を対象に、絵本を無料で贈呈し、絵本

を通して親子の絆を強めることができる「ブックス

タート体験会」を開催しています。ぜひご参加くだ

さい。 

日時：３月１７日（金） 

１０時～１２時、１４時～１６時 

場所：大歳地域交流センター ２階 和室 

問い合わせ：山口市立中央図書館 

（ＴＥＬ ９０１－１０４０） 

※受付は随時行います。 

※所要時間は１５分程度です。 

※対象者にはハガキでご案内します。 

２～３歳を対象に“楽しく子育てみんなの広場”

を開催します。参加してママ友を作りましょう！ 

日時：３月１３日（月）１０時～１１時 

内容：音楽に合わせてリズム運動！ 

   ストレッチやマッサージを通じてスキンシ

ップや運動不足の解消！ 

場所：大歳地域交流センター ２階 講堂 

持参品：お子さんの飲み物 

定員：２０組（先着順） ※３月１日から受付 

問い合わせ・申込：大歳地域交流センター  

（ＴＥＬ ９２２－４０３５） 

日時：３月１８日（土） 

１３時３０分～１５時３０分 

内容：○ケアービクス 

「心と体」をケアしていく介護予防にもつな

がる運動です。イスに座って行います。 

○おおわらい！ペタンクゲーム 

場所：大歳地域交流センター ２階 講堂 

参加費：１００円 

問い合わせ：大窪 

（ＴＥＬ ０９０－２９０４－８１９３） 

※道具や事前の申し込みは不要です。 

どなたでもお気軽にご参加ください！ 

 

 

赤ちゃんとのやさしいふれあいを楽しみませか？ 

日時：３月８日（水）１０時～１２時 

（受付９時３０分～） 

内容：おやこヨガ 

場所：大歳地域交流センター ２階 和室 

対象：首のすわった乳幼児と保護者 

持参品：子どもの飲み物、バスタオル、おむつ 

定員：１５組（先着順） ※３月１日から受付 

問い合わせ・申込：大歳地域交流センター 

（ＴＥＬ ９２２－４０３５） 

 

 

山口市内では、高齢化等により慰霊祭を開催しな

い地区がしだいに増える中、昨年、初めて山口市に

よる戦没者追悼式が南総合センターでありました。 

山口市は、２９年度以降も戦没者追悼式を開催す

る予定としております。このことから、大歳地区で

は、例年４月１８日に開催していました大歳地区慰

霊祭を取り止め、市による戦没者追悼式への参画を

促すことといたしましたのでお知らせします。 

問い合わせ：大歳自治振興会 

（ＴＥＬ ９２０－１７００） 
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2 日(火) 燃やせないごみの日 

5 日(日) センター定期利用団体会議 

7 日(火) 交通計画策定地域検討会（14：00～16：00） 

8 日(水) 子育て応援講座(10:00～12：00) 

10 日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

12 日(日) 学校開放団体体育館清掃（8：30～) 

13 日(月) 子育てみんなの広場（10：00～11：00） 

15 日(水) びん・缶の日 

16 日(木) 金属・小型家電製品の日 

 

17 日(金) ブックスタート体験会 

17 日(金） パソコン相談（10：00～12：00） 

18 日(土） 大人の居場所（13：30～15：30） 

22 日(水) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

24 日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

24 日(金) 太陽クラブ（10：00～13：00）※お別れ会 

30 日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

      ※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 
【大歳地区３月の行事予定】 

 

 

 大人向け書籍 

○しんせかい【山下澄人】○緑のさる【山下澄人】○ＬＩＦＥ(ライフ)人間が知らない生き方【麻生羽呂・篠原か

をり】○手のひらの京【綿谷りさ】○ひとりで探せる 川原や海辺のきれいな石の図鑑【柴山元彦】○１週間に１つ

ずつ。毎日の暮らしが輝く５２の週間【ブレッド・ブルーメンソール】○主夫のトモロー【朱川湊人】○サバイバ

ルファミリー【矢口史靖】○図解 親ともめずにできる これがリアルな実家の片づけです。【内藤久】○ストロベ

リーライフ【荻原浩】○海の見える理髪店【萩原浩】○みかづき【森絵都】○たまちゃんのおつかい便【森沢明夫】

○夜行【森見登美彦】○ダブルマリッジ【橘玲】○罪の声【塩田武士】○よるのばけもの【住野よる】○眩【朝井

まかて】○三鬼 三島屋変調百物語四之続【宮部みゆき】○宇喜多の捨て嫁【木下昌輝】○手作り発酵食【村上祥

子】○桜風堂ものがたり【村山早紀】○山怪 山人が語る不思議な話【田中康弘】○三の隣は五号室【長嶋有】○

荒仏師 運慶【梓澤要】○梅もどき【諸田玲子】○剣と紅【高殿円】○消滅世界【村田沙耶香】○コンビニ人間【村

田沙耶香】○希望荘【宮部みゆき】○アンマーとぼくら【有川浩】○本懐に候【山本音也】○親の入院・介護に直

面したら読む本「新訂第２版」【長岡美代】○親の認知症が心配になったら読む本「新訂版」【小川陽子】○スク

ラップ・アンド・ビルド【羽田圭介】○異類婚姻譚【本谷有希子】○おおあたり【畠中恵】○終わった人【内館牧

子】○４０歳からの女性のからだと気持ちの不安をなくす本○秒速５センチメートル【加納新太】○九十歳。何が

めでたい【佐藤愛子】○駄犬道中おかげ参り【土橋章宏】○天を灼く【あさのあつこ】○珠玉の短編【山田詠美】

○エプロンメモ２【大橋芳子】 など 

子ども向け書籍 

○りゆうがあります○ぽんたのじどうはんばいき○どんぐりむらのほんやさん○このあとどうしちゃおう○どうぶ

つえんのあいうえお○１００までかぞえるでんしゃの１・２・３○わんわんおかお○もうぬげない○かいけつゾロ

リの王子さまになるほうほう○日本の絵本 ちか１００かいだてのいえ○日本の絵本 １００かいだでのいえ○ての

りにんじゃ○カエルのおんがくたい○なでなで ももんちゃん○どんどこ ももんちゃん○とりかえっこ とりかえ

っこ○ゆきうさぎのおくりもの○おもしろい！進化のふしぎ ざんねんないきもの事典○ハリーポッターと呪いの

子 第一部・第二部○紙芝居 こねこのしろちゃん○紙芝居 おうさまのひげ○ばけばけばけばけ ばけたくん かくれ

んぼの巻○ボタンちゃん○ひみつのきもちぎんこう○折り紙えほん○空へ○Wonder ワンダー○空飛ぶのらネコ探

検隊 アフリカゾウ 大ピンチ○☆ホップステップキッズ！２８二日つき○かいけつゾロリのおいしい金メダル○だ

いすきぎゅっぎゅっ○まるまるまるのほん○うんこしりとり○わたしのいえ○シロクマくつやちいさなうわぐつ 

新刊図書を購入しました！皆さん是非ご利用ください！ 
※貸し出し期間は２週間、一度に６冊まで借りることができます。 
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大歳のエトセトラ ３９ 

勝井の「秋葉さま」と阿仙原の秋葉山 
大歳の勝井に火防の神を祀った「秋葉さま」の背後に連なる、金山山系の－角にある「秋葉山」と

いう標高 269m の山があります。秋葉信仰と結びつくような響きをもつ、その山が本当に秋葉信仰を

祀った山なのか。もしそうなら、誰が、いつ頃、この場所に勧請し、現在はどうなっているのか，と

いうことです。地図上の確認のため、ネットで調べると、やはり秋葉山に登った方がいらっしやいま

した。写真付きで、登山過程や古老の話が若干紹介されています。 

それによると、山頂への途上に、高さ 2メートルほどの石の鳥居があり、「寛政三辛亥十一月吉日」

（1791年）「奉寄進氏子中」という刻印。山頂は 100坪（330㎡）程度で、中央部に灯篭 2基と石祠。

灯篭には「慶応四年戊辰三月」「奉寄進氏子中」の文字、向かって右側の灯篭には「阿仙原村中」、左

の灯篭には、「吉敷中尾弥右衛門令平」と刻字。石祠の中には木像と木札があり、木札には「大正二

年四月二十一日 御遷宮」、他の面には「従来木造建築物ナリシガ神社整理訓令ニヨリ石室 代金五

円弐拾銭 当村中」という記述があり、木像は朽ちかけていていつの時代のものか判明しない。古老

の話も、昔から火の神様が祀られていると、聞いているが、自分は祭にいったことがない、というも

のでした。 

この情報から、ほぼ三つの年代による物語が形作られます。寛政三年（1791年）にこの小社が建て

られ、慶応四年（1868年）大政奉還がなされ明治に改元した年に、何らかの記念として、灯篭 2基が

奉納され、神社整理訓令という神社合祀政策が推し進められたのを機に劣化の少ない石の祠に建て替

えられた、という流れがそれです。ただここで決定的に欠けているのは、この小社の名前です。もし

これが秋葉社という名前であれば、その社名にちなんで、山名も名付けられたのだろう、と推測でき

ますが、残念ながら、それは確認できませんでした。 

それでは、「秋葉山」という名前はいつ頃付けられたものなのか、1740 年頃庄屋からの報告で作ら

れた『地下上申絵図』を見てみますと、阿仙原地区には 9戸の家が描かれていますが、秋葉山の名前

はありません。ただ本文の方には、村名そのままの「あせんばら山」と記載されています。この後 50

年ぐらいして，小社が祀られますから、その社名にちなんで、「秋葉さん」と呼びならわしたものが

山名となって残ったのかもしれません。 

参考 「秋穂の神祠」1974年 「小島道男さんのブログ」  （大歳史談会  文責： 黒田五郎） 

 

現在の阿仙原の秋葉山山頂と、そこにある灯篭２基と石祠 
勝井の「秋葉さま」をお祀りしている祠堂 


